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各班検討結果 【結果概要】 

テーマ: 

「所沢市のこれまでの取り組みの成果を確認の上、課題を整理し、今後必要な取り組みを考えよう」 

 

各班（分野別）で出された「これから取り組むべきこと」は、主に以下の内容となった。 

 

分野（班） これから取り組むべきこと （※主な意見） 

１．人と人との絆を

紡ぐまち 

・子育て世代と介護世代はイコールであり、両世代に対する支援を行

う 

・医療や介護の相談窓口の一本化 

・市民が福祉に取り組みやすい街づくりを進める。そのため子どもの

時から障害者の方と接する機会を作る 

・まちづくりセンターや町内会施設を活用して、多世代が集える幅広

い催しを開催する（高齢者、障害者、子どもが平等に競え楽しめる

e スポーツなどへの取り組み） 

・地域で助け合えるよう、基準・ルールを設定し個人情報を開示する 

・空き家を、集会施設の増設や起業支援に活用する 

２．子どもが大切に 

されるまち 

・ワンストップサービスの充実 

・トリアージする窓口として、子どもよろず課を設置する 

・17時 15分以降で子育てについて相談できる場や子育てコンシェル

ジュが居るといい 

３．健幸（けんこう）

長寿のまち 

・医療従事者不足の克服に向け、ボランティアやパートの募集、在宅

有資格者の掘り起こし、インターネットの活用等による、人材の発

掘と人材募集に関する発信 

・健康づくりやスポーツに関する情報が必要な人に届くために、健康

に関する情報発信、SNSの積極的な活用、駅・スーパーなど人が多

く訪れる場所での広告、影響力のある方の活用等、多様な手段での

情報発信 

・日常的にやる気になれるような運動習慣に向けた取組みや、お散歩

コースなどの環境整備、学生等との連携 

４．みどりあふれる

持続可能な 

エコタウン 

・時間がない できるだけ早く取り組みを進める 

・学校をベースとするエコキャンペーンの実施や体験型の取組みを行

う 

・再エネ、省エネの必要性やメリットを啓発 

・エコカーや省エネ家電、シェアサイクル等を利用する 

・ごみの分別の大切さを SNS 等を活用して発信する 

・まちづくりの際に緑化の整備を行う 

５．魅力・元気・ 

文化を誇れるまち 

・市内で動線を工夫し、回遊性のある宿泊できるまちにする 

・SNS を利用した情報発信、外国人に特化した情報発信に努める 

６．自然と調和する

住みよいまち 

・交通管制・信号機等の見直しによる渋滞の解消 

・コミュニティバスのオンデマンド化等による公共交通の利便性向上 

・空き家対策、空き地の活用 

・自然環境・景観資源の保全及び活用 

・自然と利便性が共存する所沢の魅力の PR 

７．未来（あす）を 

見つめたまち 

づくり 

・男女共同参画制度に力を入れる 

・市の財政状況を出前講座や市のホームページにて丁寧に説明する 

・宿泊場所の整備 

・次世代を担っている子どもの意見の積極的な取入れ 
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各班検討結果 【班別（詳細）】 

１班・人と人との絆を紡ぐまち（福祉、防災・防犯、地域活動 など） 

最終目標 子どもから高齢者まで広く集える

居場所づくり等により、お互いを

知り合う場所や機会が生まれ、安

心や安全の感じるまちをつくり、

それが地域力・防災・防犯を強化

する 

孤立やひきこもりなどで、幸せ

を感じられない人の生きがいづ

くりを進める 

 

障害・高齢の枠を超えた 

「一人のひと」としての関わり

や支援を行う 

家族の視点を入れる 

ライフステージごとの家族のケ

アや介護への支援体制（青壮年

層が親世代の世話をしやすいま

ち）をつくる 

追い風 強み ・大規模災害が各地で発生して

いるので、防災意識が向上し

ている 

 ・入所、通所施設が充実してき

ている（但し、将来的には行

政の施策強化が求められる） 

・一般企業の参入により生活の

場（GH）等が増えている（但

し、質の向上等行政の監督や

指導を強化することが求め

られる） 

・組織をこえた会議体がある

（地域づくり協議会） 

社会情勢・

環境要因 
・子どもたちが広く利用できる

自習学習室を設置してほし

い（夏休み等だけではなく）

1週間のみ 

・コロナ後のイベント再開 

・各地の祭等 

・災害時の避難行動要支援者支

援の個別避難計画作成（名簿

共有でとまっている） 

・大規模災害が各地で発生して

いるので、防災意識が向上し

ている 

 ・法の制定等が見直しされたこ

とにより実現される事業形

態が増えてくる→一般企業

参入など 

・市民の障害への理解は進んで

いる 

・民生委員との連携が増えた→

地域の現状がよく伝わるよ

うになってきている 
 

・社会全体の高齢化、核家族化 

→社会の関心が高まって来て

いる（高齢化、介護） 
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逆風 弱み ・ふるさと感がない、新旧の距

離 

・介護予防教室など高齢者向け

多い 

・医療的ケア事業の取り組みが

遅れている（国立との壁が崩

せてない） 

・障害者本人だけではなく、家

族支援を実施していくこと

も今後必要である（多い） 

・福祉の問題に自分ごとと思え

ないと関心をもっていない 

・障害者は意見の表明が難しい 

・高齢・少子化で介護で家族が

孤立している 

社会情勢・

環境要因 
・地域でみまもり支え合い事業

「トコろんおかえり QR」の活

用がされていない 

・コロナにより自治会町内会の

機能が弱まった 

・個人情報保護の関係から自分

の情報を他人に知られるこ

とを嫌がる 

・趣味・趣向の多様化→“幸せ”

をどこで感じるか、人との出

会いを好まない人もいる 
 

・多問題ケースの対応（貧困、

高齢、障害、子ども等） 

・行政のたて割りで対応できな

い 

・本人への支援はあるが家族に

はない 

これから取り組む

べきこと 

【市民】 

・空き家の活用（借り上げ）に

より、集会施設の増設 

・空き家を利用した起業支援 

【所沢市】 

・公民館等の施設整備を進めて

ほしい→（IT） 

・自習学習室を継続利用したい 

・地域で助けあうために必要な

個人情報の解放→基準・ルー

ルをつくる 

・コロナを言い訳にしない気持

ち 

【市民】 

・まちづくりセンター、町内会

施設を活用した幅広い催し

の開催→e スポーツへの取

組。高、障、子、平等に競え

楽しむ。 

・ボッチャもある 

・モルック（フィンランドの多

世代型スポーツ：小手指まち

セン）弱い子が勝てたりする 

・介護予防教室だけでなくヨガ

教室でアプローチ 

・多様性への理解 

・互いを認めあう 

・市民が考えている福祉を行政

が実現に動く環境づくり？ 

【市民】 

・市民が福祉に取り組みやすい

街づくり→子どもの時から

障害者接する機会 

・ちょっと困っている人に声を

かけることのできる街 

・家族が高齢化する時のサポー

トが必要 

・本人だけでなく家族のことも

考える 

・介護は本人プラス家族の理解

を促す 

【所沢市】 

・子育て世代＝介護世代に対す

る支援制度 

・各世代が集うまちづくり 

・子育て世代と介護世代はイコ

ール 

・相談窓口の一本化（医療・介

護） 

・相談窓口の市民への周知 
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1 班検討用模造紙 
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２班・子どもが大切にされるまち（子育て・教育 など） 

最終目標 子どもたちが健やかに育ち、

様々な力を育める 

どの家庭環境にある人でも元気

に安心して子育てができる 

まちぐるみ、地域ぐるみ（子育

て中以外の人も巻き込む）で次

代を担う子ども達を育てる 

義務教育終了までに自発的に行

動できるよう 

社会で生きていく基礎を身に付

ける 

追い風 強み 【施設や取り組みが充実して

いる】 

・出産からの切れ目ない支援 

・子育て支援拠点が多い 

・学童保育の利用の間口が広い 

・公園、自然が多い 
 

【施設や取り組みが充実して

いる】 

・こども支援センターマーガレ

ットの認知度が上がりつつ

ある？？ 

・国立障害者リハビリテーショ

ンセンター防衛医科大学校

病院がある 

 

 

【地域で支える環境がある】 

・子や親子が集える場が多い 

・おじいちゃん、おばあちゃん、

パパの参加 

【地域が元気】 

・児童館の地域参画（OB・OGの

参加も多い） 

・地域、自治会の理解 

・お元気そうな老人が多い→子

どものサポーターをできそ

う 

【児童館が充実している】 

・児童館が 11 館もある（県内

3or4位） 
 

社会情勢・

環境要因 
・こどもまんなか社会 

 

・コロナ禍でできなかった野外

活動の再開 
 

・こどもまんなか社会 
 

・コミュニティスクールの拡大 

・放課子供総合プラン（国） 

・市が街づくりに対してとても

前向き 

・地域のお祭りが復活し始めて

いる 

 

逆風 弱み 【せっかくの施設や取り組み

が利用されていない】 

・保育園が行う地域向けの子育

て支援事業が知られていな

い 

 

・地域の子育てサークル減って

いない？ 

・広場が少ない 

【専門的な医療機関の不足】 

・市内に発達障害を専門的に看

るクリニックの不足 

【施設の利用しづらさ】 

・公共施設の利用許可がシブめ

… 

 

 

 

【忙しすぎる毎日／孤独な子

育てをしている家庭もすく

なくない】 

・共働き家庭がほとんど 

・親も友達も近くにいない・・ 

 

・閉鎖的な学校 
 

【役員等のなり手不足】 

・PTAが罰ゲーム！？ 

・PTA、育成会不要論 

・育成会の役員不足、ポイント

制 
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【一人ひとりの意識に上での

隔たり】 

・障害ある/なし→こんな線あ

るっけ？ 
 

社会情勢・

環境要因 

 ・児相がパンクしそう（対応数

多すぎ） 

・生活に必要なもの・コトの値

上げ、課税支出が多い 
 

【今の保護者も教員も忙しす

ぎる】 

・保護者が忙しすぎる 

・コロナ後の新しいシステムが

まだよくわからない 

【今の保護者も教員も忙しす

ぎる】 

・保護者が忙しすぎる 

・教員の不足、疲弊する教員 

 

・学校に行けないと何もなくな

る、リモート授業等 

 

・図書館の本をもう少しUpdate

する 

これから取り組む

べきこと 

・コロナ禍を経験して、よかっ

たことを今後へ活かす 

・病院、施設の予約待ちを短く

したい 

 

【身近な居場所を増やす】 

・初めて子育てをする人がふら

っと行ける近所の居場所を

増やしていく 

・手あそびなどしているだけで

も、会話が生まれ何とかなる 

【相談先を迷わなくてすむた

めの窓口をつくる】 

・子育てのワンストップサービ

スの充実 

・子どもよろず課が必要 

・子育てコンシェルジュがいた

らいいな 

 

【せっかくある施設や事業を

もっと利用してもらうため

の情報発信を工夫する】 

・各施設に他の施設の紹介コー

ナー広報を作る 

 

 

 

【子育ての当事者以外の人材

活用】 

・子育て中の保護者以外の人

（地域の高齢者など）を味方

にする 

 

【困った時にいつでも相談で

きる体制づくり】 

・17時 15分以降子育ての相談

ができる場所が欲しい 

 

・子育てコンシェルジュがいた

らいいな 

 

・すでにあるシステムを上手く

活用 

【子育ての当事者以外の人材

活用】 

・子育て中の保護者以外の人

（地域の高齢者など）を味方

にする 

・そこで育った子が「恩返しサ

ポーター」的な登録をできる

しくみ（児童館の OB・OG な

ど） 

・子どもの OB参加を推進 

 

【活動の楽しさを発信する】 

・子ども会の楽しさの発信 
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【小児医療体制の充実】 

・市内の小児医療体制の充実 

・トリアージする窓口が必要 

 

  

【活動の見直しも必要】 

・地縁団体（自治会、PTA、育成

会 etc）の必須事項の棚おろ

し 
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2 班検討用模造紙 
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３班・健幸（けんこう）長寿なまち（健康・医療、スポーツ など） 

最終目標 医療・介護の連携を含めた 

地域医療が充実している 

各ライフステージに合わせた 

睡眠・食事・運動の重要性を 

意識して、心身の健康・体力 

づくりに取り組む 

誰もが、気軽に、いつでも、 

どこでも、いつまでも、 

身体を動かしたくなるような 

環境をつくる 

追い風 強み 【介護】 

・介護の連携 

【受診】 

・親子そろって受診率が上がっている 

【救急】 

・小児急患診療（夜間・休日） 

・救急医療体制の充実 

 

【食・栄養】 

・子育て、高齢者において、食事、栄養に

対する取り組み 

・食の地産・地消 

【情報】 

・健康ガイドの配布 

【身体を動かす】 

・健康意識の高さ→トコトコ健幸マイレー

ジ 

【体験機会】 

・ゴールボール体験会の実施 

【プロスポーツ】 

・プロスポーツチームが２つある（野球・

バスケ） 

【市独自の体操】 

・各地域でのトコシャン体操 

社会情勢・

環境要因 
【医療施設数】 

・病院が多い 

  

逆風 弱み 【保健所がない】 

・市に保健所がない 

【人材不足】 

・医療従事者の不足 

【情報発信】 

・機能の周知不足 

【やせ】 

・栄養、食事に対する取り組みが薄い、20

～30代女性、中高年（働き世代） 

・20代女性やせ 

【孤食】 

・孤食の予防 

【情報】 

・高齢者の低栄養の取り組み 

・全体広報手段の少なさ 

・平均・健康寿命に関する情報提供が少な

い 

・情報発信 

【情報】 

・スポーツの取り組み（ICT の活用、栄養

も？） 

【やりにくい】 

・スポーツに対するやる気が出ない 

社会情勢・

環境要因 
【新興感染症のリスク】 

・コロナ等 

 【やりにくい】 

・仕事で忙しい人が多い 
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これから取り組む

べきこと 

【人材発掘・発信】 

・ボランティア（パートなら時短でも）募

集 

・在宅有資格者の掘り起こし 

・インターネットの活用（人材募集会社へ

の掲載、SNS） 

【家庭医】 

・家庭医があるとよい 

 

【現実に見合った栄養・食事】 

・外食・中食の活用 

・たんぱく質を摂るフェア開催（例：肉フ

ェア etc） 

・定期にお弁当配布 

【講座】 

・市民大学講座の様なイベントを設け、広

報誌で伝える 

【市民の健康に関する情報把握】 

・民生委員からの情報提供 

【情報発信】 

・環境づくりの積極的な発信、カフェイン、

し好品、睡眠 

・影響力ある人（ユーチューバーなど） 

・SNSの利用→自分の健康状況把握 

・学校などで周知（チラシ、市職員の学校

訪問 etc） 

・駅など広告がある所に掲示 

・スーパーでの情報発信 

【情報発信】 

・プロスポーツチーム活用の情報発信 

【呼びかけ】 

・イベント事に誘う（外出させるため） 

【体験機会】 

・きっかけづくりの場の提供、体験会など 

【日常から歩く！動く！】 

・学生との共催 

・おさんぽコース 

・テレビ・ラジオ体操の推進 
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3 班検討用模造紙 
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４班・みどりあふれる持続可能なエコタウン（環境 など） 

最終目標 低炭素社会を構築する 教育や体験などの実践に

より、植物や生き物のか

けがえのなさ関する意識

の向上を図る 

自然と共生できる緑豊か

なまちと心豊かな暮らし

を未来の子ども達に引き

継ぐ 

循環型社会を形成する 環境分野と教育、福祉、健

康、産業が有機的につなが

り、持続可能なまちづくり

を進める 

追い風 強み ・水素自動車の導入 ・市民と行政の協同 

 

・貴重な虫の保護  

exホタルなど 

・学校ビオトープ設置 

・生物多様性の取組 

・補助金の充実 

・分別の多さ 

・ゴミの分別（細かくて

よい）→意識高まる 

・広報等による周知 

・環境推進員の協力 

・ゼロカーボン推進会議 

・シルバー人材センター

ボランティア等の協力

がある 

社会情勢・

環境要因 
・カーボン「０」低酸素

社会 

・スマートハウス化（断

熱など） 

・未来電力（再生エネの

促進） 

・太陽光発電の促進 

・まちごと「０」カーボ

ン 

・水素燃料の推進 

・市民と行政の協同 

・トトロの森での校外学

習 

・フィールド（保全地）

はたくさんある！！ 

・県立博物館（いきふれ、

緑森博物館）がある 

・自然が豊か（居住地と

してもよい） 

・みどりのふれあいウォ

ーク 

・COP15 を踏まえ民間の

取り組み、気運の高ま

り 

・緑が多い特徴（保全・

協働管理） 

・多様性の保全 

・市の保全方針（生物多

様性） 

・市民活動が盛ん 

・日本はきれいな国とい

う世界の評価 

・ゴミの減量資源化（家

庭、事業所）分別、計

画化 

・補助金の充実 

・関係団体との連携（専

門的知識） 

・企業との連携 

・公害への規制、調査実

施と対応 

逆風 弱み ・太陽光発電、蓄電池、

EV、FCV など初期投資

に費用がかかる 

・学校教育の中での扱い

がない？足りてない 

・環境教育の実践が少な

い？ 

・担い手不足、現状を知

って伝えられる人 

・学校教育への生物多様

の取組 

・川に捨てられるプラゴ

ミ 

・市民の多様化による意

識の低下 

・ヒートアイランド現象

（マンション開発や大

型商業施設が増えてい

る） 

・雨水を地下へ→森林へ

・職員の高齢化、職員数

の減少（回収） 

・イベントとのコラボレ

ーション 

時間が無い（Point） できるだけ早く取り組む 
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の涵養 

社会情勢・

環境要因 
・脱炭素2030年、2050年

までに間に合うか？ 

・水素ステーションの数

が少ない 

・世界的な温暖化 

・自分ごととしてとらえ

づらい 

・頑張っても評価されな

い 

・メリット感じない 

・努力義務 

・興味ある人のみ情報を

得ている（どう広めて

いくか） 

・実行しても自分がどれ

だけCO2削減したかわ

からない 

・CO2 の吸収源市内で足

りる？？ 

・補助金があっても足り

ない 

・市民への活動共有と参

加の促進 

・学校教育の中での扱い

がない？足りてない 

・生物多様性 2030 年、

2050 年まで間に合う

のか？ 

・人、金まだまだ不足 

・生物多様性への理解が

難しい 

・野生種の保護 

・ファストファッショ

ン、ファストフード、

消費を是とする社会構

造→ぬけ出しにくい 

・燃やさなくていいもの

を焼却している 

・分別への苦情（細分化

etc） 

・回収の回数が限定され

る（対象物） 

・ライフスタイルの変化 

・分別が多すぎると途中

で面倒くさくなる！！ 

・市民全体への環境啓発 

・自分のこととして体

験、考える機会の提供 

→環境とのつながりを考

える 

・イベントとのコラボレ

ーション 

これから取り組む

べきこと 

・再エネ、省エネの必要

性やメリットを啓発 

・太陽光発電、蓄電池を

導入 

・再生可能エネルギー率

の高い電力の利用 

・学校教育、市の施策と

連携した取り組み

を！！ 

・机上も大切、フィール

ド体験も大切！！ 

 

・一人一人が意識を持っ

て行動！！ex そもそ

もポイ捨てしない！ 

・学校をベースとするエ

コキャンペーン 

・体験型の取組み 

・ゴミ捨て場の整備 ex

カラス被害防止 

・分別の大切さを SNS等

を使って広げる！！ 

・生ゴミと木質で発電 

 

・ゼロカーボンの指針 

・ゼロカーボンの予算と

りやすく 

【企業】 

・街づくりの際に緑化 
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・CO2削減量の見える化 

・キャンペーン期間など

意識づけ 

・自動車をエコカー（EV、

FCV） 

・自転車、公共交通機関

利用 

・省エネ家電 

・シェアサイクルの利用 

・全公共施設に太陽光を 

・ナラ枯木の炭焼き 

【行政】 

・環境教育の充実 

・自分事として楽しく取

り組める仕組検討 

・経済的社会的インセン

ティブ 

・三富今昔村体験型環境

学習の連携 

・公立学校へ情報提供

（年間指導計画と照ら

し合わせて…） 

・移動博物館など公共施

設の利用（図書館との

コラボなど） 

・学校内に生物多様な空

間 

・生物多様性に関する職

員の研修 

【企業】 

・スーパー等での資源回

収 

・拡大生産者責任 
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4 班検討用模造紙 
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５班・魅力・元気・文化を誇れるまち（産業・文化 など） 

最終目標 「新たな文化」と合わせて、 

まちの魅力を国内外に PR する 

元来の文化・伝統を守り、 

誇りに思えるブランド力のあるまちを継承

する 

各産業において新たなことを 

推進する 

追い風 強み 【施設・資源】 

・サクラタウンや物産館がある 

・市内にシェアサイクルの仕組みがある 
 

【施設・資源】 

・ミューズがある（→市民だけでなく、市

外の人も訪れている） 

・西武ドームがある 

【情報発信】 

・市内のお散歩マップがある 

・QRコード付きの観光案内の掲示があ（見

どころスポットに関する情報を伝える） 

【所沢ならではの名物・資源】 

・深井ショウユ 

・サトイモ 

・知る人ぞ知る中小企業 
 

 

社会情勢・

環境要因 
【海外の観光需要】 

・インバウンドが回復傾向 

・中国からの団体旅行が解禁された 

【情報発信】 

・西武園ゆうえん地がマスコミでとりあげ

られている 

・文化財保存活用地域計画の作成予定 

・ところざわまつりが復活 

【農商工の連携に積極的】 

・所沢のしょうゆと市内産の野菜を使った

「所沢やきそば」は所沢ブランド（特産

品）となっている。 
 

逆風 弱み 【周遊時間の短さ】 

・まちの滞在時間が少ない（観光バスで来

て、短時間で次の場所に移動するなど） 

・シェアサイクルはあるが、観光には使わ

れてないかも 

【施設の点在】 

・西部ドームはあるが、周辺にそれ以外に

何もない 

【関係者の参加】 

・農商工の連携の会議などの場に、農業関

係者の人の参加者が少ない 

【差別化の難しさ】 

・サトイモは特産品だが、他と差別化しに

くい、調理しづらい、重い、などが難点 
社会情勢・

環境要因 
【外国人観光客の取り込み不足】 

・サクラタウンで外国人観光客を見ない 

・マイクロツーリズムブームが終わった？ 

【情報発信】 

・テレビで取り上げられていても、若い世

代がそもそも TV自体を見ていない 
 

【認知度の低さ】 

・「所沢やきそば」を知らない人が少なくな

い 

【アクセスの良さが逆効果】 

・アクセスが良すぎるため、企業が本社を

あえて置く動機づけにはならない 
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これから取り組む

べきこと 

【食の体験】 

・多くの人にとって魅力である「食」をキ

ーワードに所沢を体験してもらう 

【ターゲットの設定】 

・市外に、所沢のファンを増やすことを目

指し、市外の人を主なターゲットにする 

【回遊性・滞在時間の向上】 

・周遊性・回遊性を高めるような「動線」

を工夫する 

・（日帰りだけでなく）宿泊ができると良い 

 

【より多様な形での情報発信】 

・WEBやアプリで見られる様な情報の提供 

・市民の人たちが普段身近に見ているよう

な媒体（Twitter、インスタ、口コミ）に

発信していく 

・外国人に特化した発信を行う 

 

【農商工の連携の会議の場を活用】 

・農商工連携の会議の場で、まずは「どの

様な連携をお互いにしていきたいか」を

積極的に意見交換していく 

 

【企業誘致・既存企業のエンパワメント】 

・大企業も来やすいような立地環境 

・中小企業の力を引き上げる 
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5 班検討用模造紙 
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６班・自然と調和する住みよいまち（都市計画 など） 

最終目標 市内外の人が訪れたくなる・住み

たくなる 安心・安全で住みよい

住環境を形成 

低炭素を意識した持続可能な 

まちづくりをめざす 

地域の魅力・特性を活かした住民

主体のソフトな街づくりを推進 

自然と調和した土地利用を推進 

追い風 強み 【住環境】 

・開発が他市に比較して進んで

いる 

・街路樹などが美しい（緑が多

い） 

【道路・交通】 

・コミュニティバスあり 

・幹線道路が整備されている

【防災】 

・地盤が強い（災害に） 

【立地】 

・物流（2030年問題） 

【住宅】 

・所沢市スマートハウス化補助

制度あり 

【市のイメージ・個性】 

・西武球場で、所沢の場所のア

ピールはできる 

【市民】 

・街のプレイヤーと市のつなが

り、接点が増加 

 

【自然環境】 

・景勝地が結構ある（PRが必要） 

・豊かな自然が残る（狭山丘陵、

トトロの森） 

・景観条例（とことこガーデン、

景観指定） 

・自然が身近、都心アクセスが

良い 

社会情勢・

環境要因 
 【人口】 

・人口が減っていない 

・若い人の流入が多い 

・住まいの人気向上がみられる

（勤住接近） 

【土地】 

・都心の地価上昇  

【技術革新】 

・技術進歩（EV、エコ工場）  

【マスメディア】 

・所沢のイメージアップ（テレ

ビ・マスコミ等が毎日の様に

取り上げる） 

 

【自然環境】 

・気候変動（低炭素への意識の

高まり） 

・緑がまだまだ残っている  

CN（カーボンニュートラル）

の流れ 

逆風 弱み 【道路・交通】 

・道路が狭い、歩道が狭い 

・歩道、自動車レーン未整備 

・渋滞が多い 

（特に根岸交差点）（所沢駅周

【住宅】 

・土埃がひどい（住宅地） 

・空き家の増加 

 

 

【市のイメージ・個性】 

・一体感、所沢ならではのイメ

ージが薄い 

 

 

【景観資源】 

・市の特徴がわかりにくい 

・豊かな自然を観光資源として

生かしきれていない 
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辺の渋滞が特に土日ひどい） 

【公共交通】 

・バス路線が最適かどうか疑問 

・バスルートが固定 

・道路環境の悪さ→市内外から

評判が良くない 

【賑わい・魅力】 

・食べ物が美味しい店がない

（→安価狙いが裏目に…） 

 

【農地】 

・生産緑地問題  

・市街地の農地減少 

・農村部の農家の収入が減、 

差別化がおきている（緑を守

るあまり） 
社会情勢・

環境要因 
 【土地】 

・土地や賃料が高騰 

（引っ越しづらい） 

【コミュニティ】 

・コミュニティの希薄化 

 

これから取り組む

べきこと 

【道路・交通】 

・交通管制の全面的な見直し 

（道路、信号機の連動） 

・道路整備（但しソフト面） 

・歩道、道路の整備 

 

【公共交通】 

・EV自動車でタクシーのように

市内を循環できるバス 

・コミュニティバスのオンデマ

ンド化 

・駅周辺の車の停車（駐車）ス

ペースの確保 

 

【住宅】 

・空き家対策 

・空き家活用 

・「市街地の空き家･空き地」と 

「農村部の農地」との交換 

【プロモーション】 

・旧庁舎跡地の活用（トトロ） 

・日本一緑を守る街へ（街路樹、

道路） 

・市内を眺められる展望デッキ

設置（例：市役所８階） 

 

【市民参画】 

・まちづくりへの市民の参画

（都市計画マスタープラン、

地区計画） 

・市民からの提案窓口の一本化 

【農地】 

・農業を守る取り組み 

（自然、地産地消） 

・緑と景観地の保存と活用、PR 

（生産緑地の扱い） 

・地区計画の活用・遵守 

・“緑の価値”可視化 

（街路樹・農地・生垣） 

 

【プロモーション】 

・ストーリーや歴史を盛り込ん

だ自然のアピール 

・所沢の良い点・PR強化 

・自然と利便性 

（まちの特徴を整理） 

 

【インフラ整備】 

・自然と調和のあるインフラの

整備（駐車場 etc.） 

 

 

6 班検討用模造紙 
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７班・未来（あす）を見つめたまちづくり（行財政 など） 

最終目標 性や年齢、国籍などを問わ

ず誰も取り残されること

なく活躍・つながりあうこ

とができるまちづくりを

進める 

行政間の連携から、広域的

なブランド力を効果的に

高める 

まちの誇りと愛着を醸成

し、観光などによる地域全

体の人口流入、経済活動の

活性化等を図る 

地産地消などで地域経済

と生活が自律し、必要な機

能が集積していることで、

暮らし続けたいと思える 

まち・拠点をつくる 

より効果的に市の取り組

みを進める 

追い風 強み 【男女共同参画】 

・男女共同参画推進 

→企業に対して意識啓発 

→賞：荻野吟子賞とか 

→「ふらっと」 

・市で賞をつくっている 

 

【財政改善】 

・第三セクター（黒字）

変な赤字会社なし 

・当ミーティング審議会

等、市民の意見を聴く

機会を設けている 

 

【中心駅周辺】 

・世界農業遺産認定！

（所沢・川越・三芳） 

・所沢都民の（企業ＯＢ

含む）地域参画 

・（所沢）駅前の開発 

・ベルーナドーム、

KADOKAWA など人をよ

べる施設がある 

【まちの魅力】 

・人口多い、農地多い 

→地産地消できる条件整

っている 

 

・都心に近い（20分） 

・有名 

→選択肢に入る 

 

 

 

社会情勢・

環境要因 
  【中心駅周辺】 

・在宅ワークの増大によ

る地域参加のハードル

下がる 

・所沢駅西口再開発（商

業施設Ｒ７秋完成） 

【まちの魅力】 

・地場産の農産物 

・ＴＶで取り上げてもら

うことが増えた 

【ＤＸ】 

・デジタル技術（環境）

の発展（手軽） 

逆風 弱み 【男女共同参画】 

・現実と理想 乖離 

→給与、育休、子供の看

病、保育園の数とか？

“保育の時間とか” 

・男女の給与差 

 

・保守的な思考が強いよ

うに思う 

【財政改善】 

・施策の根拠、客観性 

  ↓ 

分析不明 

→観光業の市場規模不

明、所沢市市民意識調

査とか 

 

 

【中心駅周辺】 

・観光客が宿泊できるホ

テルが少ない（再掲） 

・西武線、ＪＲ線と接続

がよくない（秋津・新

秋津駅） 

・街のにぎわい創出のた

めには多額の事業費

（予算）がかかる 

【交通の改善】 

・車がなくても生活でき

る環境 

 

【子ども確保】 

・子どもの社会性の確保

が大切で、あまりにも

小規模の学校では難し

い 

【ＤＸ】 

・ＤＸ・IT活用 
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・職員の不祥事や休職者

が増加 

→障がい者法定雇用率 

▲２名 

 

・組織横断→決断指揮 

誰が決めるの 

 

・第三セクターは利益が

増加している 

→ところざわ未来電力 

→ワルツ所沢 

 

・経常収支率は高い 

→個人住民税が 

138千円/人から 

135千円/人に減少 

 

・都境が連携の足かせ？ 

 

・観光客が宿泊できるホ

テルが少ない 

 

・生活保護費が増加して

いる 

 

・若年層（＝当事者）の

意見聴取機会少ない

（無い？） 

 

 

・駅前店がなくなる 

→西友 小手指 

→パルコ 新所沢 

→西武 所沢 

 

 

 

→三ケ島(２クラスに減

少) 

→荒幡（２クラスに減少） 

→所沢小（６クラスに増

加） 
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・住民と市のギャップ 

市の説明力が不足して

いる→所沢は税が高

い！（ウソが広がる） 

社会情勢・

環境要因 

  【中心駅周辺】 

・所沢駅前の開発が一か

所に集中している 

  

これから取り組む

べきこと 

【男女共同参画】 

・引き続き男女共同参画

に力を入れる 

 ↑ 

・制度的に男女共同参画

になっている 

子供の意見を！ 

・子供の意見をもっと聴

くべき、U-29よりもっ

と若い人の意見を 

（U-29 は今年度スター

ト） 

 

・職員のメンタルヘルス

の確保 

 

・経常収支比率の改善を

したいが民生費の拡大

で難しい 

 

・市の財政状況を丁寧に

説明すること  

→出前講座や市の HP で

わかりやすく説明 

・宿泊場所（ホテル）の

整備 

【交通の改善】 

・ＪＲ、西武等の乗り換

え等の改善 

 

【子ども確保】 

・子育てしやすいまちづ

くり 

 

【ＤＸ】 

・ＤＸ、ITの活用をすす

める 
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7 班検討用模造紙 

 


